
１２月７日（金）８日（土）に実施された音楽会をご鑑賞いただき、ありがとうございました。ご家庭から

の感想も、たくさんのお誉めの言葉をいただきました。子供たちの更なる励みとなりました。今回の感想文に

は、「感動」という言葉が最も多く記されています。子供たちの歌声や演奏に加え、一人一人の表情からも、感

動を覚えたのではないでしょうか。私も音楽会に感動し、涙を流した一人です。しかし、私は、音楽会の当日

に感動したわけではありません。 
練習を重ね、音楽会当日が迫ってくると、先生たちも指導に一層の熱が入ります。子供たちも頑張っていま

す。しかし、なかなかうまくいきません。そんなある時、一人の表情が明らかに変わりました。とっても素敵

な表情です。別の学年では、一人の歌声が変わりました。響くような歌声です。先生の思いが子供たちに響い

た瞬間です。そこから、子供たちの表情が、歌声が、周りにも波及し、全体が良くなっていきました。子供た

ちの歌声、表情。先生と子供たちの空間。そして何より、子供たちが「変わった」瞬間に居合わせたことの幸

せ。それらが、大きな感動となったのです。 
一人の子に「いい表情だったよ。」と伝えました。「私、音楽が好きだから。」と答えました。この言葉に、野

球のイチロー選手が大リーグ「9年連続 200本安打」という大記録を打ち立てた時の言葉を思い出しました。「野
球が好きですから」。記者からの「あなたの努力を支えたものは何ですか」の問いに答えたものです。この両者

の「好き」の言葉には、「努力」の二文字が潜んでいます。「好きだからこそ努力した。努力することで、より

好きになった」。 その結果が、きっとあの歌声、演奏、そして表情なのではないでしょうか。 
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平成2４年１２月２５日 

練馬区立早宮小学校 

12月臨時号 

「好き」と「努力」 
副校長 二瓶 正男 

 子供たちとは毎週月曜日に、相談室で中休みや

昼休みを中心に過ごしています。相談室で子ども

達は、「息抜きに休みに来ました」と言って来室す

る子も多くいます。こうして相談室で過ごしてい

る中で、突然子供達が悩んでいることを打ち明け

てくれる時があります。この時、自分の悩みをス

クールカウンセラーと共有することで、子供の気

持ちが凄く楽になって、元気になってゆくのを見

ることが出来ます。大人も子供も、誰かに話を聞

いてもらうことで安心し、視点が変わって解決策

が見えてくることがあることは、同じなのだと感

じます。 
お子様のことで気がかりなこと、心配なことが

ありましたらどうぞお気軽にご相談ください。 
 スクールカウンセラーは毎週月曜日に来ていま

す。学校に連絡されるか、スクールカウンセラー

に直接連絡（080‐2010‐3273）されてお申し込
みください。よろしくお願いいたします。 

（スクールカウンセラー 河野 宗太郎） 

健康で明るい子ども  よく考えて工夫する子ども  思いやりのある子ども 

心のふれあい相談員として早宮小学校に来

て２年目になり、子供たちが気軽に話しかけ

てくれたり、ちょっとした悩みを相談してく

れる機会が増えてきました。相談室には相談

だけではなく、居場所を求めて来室する子供

も見られます。反抗的に見える態度や言葉づ

かいも、自分自身を守っている姿でもありま

す。また、何をどのように相談して良いのか

がわからずに、悩みをかかえて困っている子

供達もいます。そんな子供たちに寄り添いな

がら一緒に考えていきたいと思っておりま

す。        
毎週水・木・金曜日に勤務しておりますの

で、保護者の皆さまも、学校にいらっしゃっ

た折に相談室にもお立ち寄りいただいたり、

廊下で気軽にお声をかけていただいて、子供

の様子などをお話いただけると嬉しく思いま

す。 
（心のふれあい相談員 関口 勢津子） 
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 １２月７日（金）、８日（土）に音楽会が開かれました。各学年の児童の感想を紹介します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○きょう、おんがくかいをしました。うたもきれいにうたえたし、けんばんもじょうずにひけました。 
 がんばったことは、けんばんをまちがえないようにひくことです。うれしかったことは、いっぱい

はくしゅをしてもらえたことです。つぎにおんがくかいをやるときも、きれいにうたいたいです。 
○わたしは、おにいさんやおねえさんのきょくをきくのがたのしかったです。やるだけじゃなくて、

きくのもたのしいからです。わたしは、きょうがんばったのは、たくさんあります。いっしょうけ

んめいうたったり、口を大きくあけたり、大きなこえでセリフをいったりしました。まいとし、お

んがくかいがあってほしいです。 
○きょうは、おんがくかいがありました。とてもどきどきしました。あしがしびれました。すごいお

もしろいおとがしました。ぼくのしらないがっきもありました。おねえちゃんががんばっているか

ら、ぼくもがんばりました。さいごに、はくりょくがあったのは、６ねんせいのがっそうです。６

ねんせいになったら、ぼくもやりたいです。 

○ぼくは、「せいじゃの行しん」でどきどきしたけれど、がんばってふけたのでよかったです。「スイミー」

では、歌で口を大きくあけられたのでよかったです。6年生の「パイレーツ・オブ・カリビアン」がすごか
ったです。ぼくも大きくなったら、6年生みたいなえんそうができるようになりたいと思いました。 
○「おわった！楽しく歌えたし、けんばんハーモニカも楽しくひけた！楽しかった！！」というのが 
今の気もちです。きんちょうしたけれど、がんばりました。「スイミー」は、高い声やひくい声ではっきり

ときれいに歌えました。けんばんハーモニカは、いきをして出だしをまちがえずにひけたのでうれしかったです。 
○ぼくは、6年生の「パイレーツ・オブ・カリビアン」がとても 
気に入りました。見たえいがを思い出しました。かいぞくとよい 
かいぞくがたたかっているところがうかんできました。つぎに 
気に入ったのは、5年生の「ウィーアー」です。ぼくは、ワンピー 
スのアニメの中でながれるきょくで、この歌が一ばんすきです。 
ぼくは「スイミー」の出だしでながすレインスティックの音を 3人 
で、いきを合わせてきれいにながすことができてよかったです。 

○私たちは、１ヶ月以上も練習をしてきました。何度も何度もやり直しをし、そして練習をつみ重ねてきま

した。こんな言葉も言われました。「いつになったらだまるの。いいかげんにして。」その時はびっくりしま

した。けれども、みんなはあきらめませんでした。練習をつみ重ねていくうちに、みんなが『団結』をして

きました。本番では、その成果を発揮することができ、大きな拍手をもらいました。二日目では、下さわ先

生が感動して泣いていました。その時私は、「練習をがんばってきてよかったなぁ。」と思いました。三年後

の音楽会が楽しみです。 
○この音楽会で私は「みんなときずながつよまったな。」と思いました。さいしょは一人一人が自分のスピ

ードでえんそうしてしまったので、きれいな曲になりませんでした。しかし、練習をしていくと、さの先生

のしきを見る人が多くなり、どんどんうまくなってきました。そのとき「これなら本番は成功するな。」と

思いました。本番もうまくいってとてもほめられたのがうれしかったです。これからもみんなできょうりょ

くして成功させたいです。 

１年生 

２年生 

３年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○私は、金曜日にとても緊張していました。だから、合唱のときも小さい声しかでませんでした。そ

のうえ合奏もうまくできませんでした。しかし、土曜日は緊張しなかったし、合唱も大きな声がでま

した。合奏もとても上手に演奏することができました。小学校最後の音楽会で、最高の思い出をつく

ることができました。 
○金曜日は、少しリズムが合わなくて、「これは反省しなければ」と思い、家に帰ってから練習しまし

た。土曜日は、緊張もほぐれて、みんなと音を合わせて、楽しく合唱や合奏をすることができました。

これが小学校の最後の音楽会だけど、悔いのない音楽会になったのでよかったです。 
○合奏では、ピアノとリコーダーがうまくできてうれしかったです。ピアノは、「花」の最初がきれい

にひけてよかったです。合唱では、自分の最高の笑顔で、リズムにのって歌うことができました。声

もきれいな高い声が出せたのですごくうれしかったです。 

○ぼくはリコーダーでしたが、初め鉄琴に立候補しました。しかし、リズムを間違えて落ちてしまい

ました。だから、リコーダーをがんばり、暗譜しました。そして本番で成功しました。この音楽会を

通して、リコーダーが上手になったし、集団行動の大切さも実感しました。これからもリコーダーの

練習に取り組んだり、来年の移動教室で集団行動を大切にしたりしたいです。 
○この音楽会で学んだことは、みんなで心を一つにするということです。歌はみんなで合わせないと

いけないし、合奏もばらばらにならないように合わせないといけないからです。音が合った時、僕は

うれしかったです。音を合わせるためには、練習が大切だから練習あるのみだと思いました。音楽会

は緊張したけど、終わった時ほっとしました。 
○ぼくががんばったのは大太鼓のオーディションや練習です。ぼくは最初楽譜を読むことができなく

て、全然できませんでした。でも先生に教えてもらってできるようになりました。オーディションで

受かったときはとてもうれしかったです。そして本番は無事失敗しないでできました。他の学年の人

もぼくみたいにいっぱい練習したと思います。このことを生かして来年の学芸会もがんばりたいです。 

○ぼくは、この音楽会で団結力が大切だということを学びました。練習の時、一度シンバルの人が休

んでしまったことがありました。シンバルが無い演奏は迫力がなくて、味気がなく感じました。なの

で、合奏は一人でも欠けたら成り立たないということがわかりました。最後の音楽会はあっという間

でした。その短い間で、練習してきたことを出し切れたのでよかったと思います。 

○練習をノーミスでできたのはたったの５回だったから本番でできたことはすごくうれしかった。

「レ、ミ、レレファソ」と合奏が終わった時、「パチパチパチパチ」と大きな拍手が聞こえた。「やっ

た。できた。」小学校生活最後の舞台一日目は無事に終わった。明日の二日目の舞台は自分たちの成長

を見せる舞台だ。だからしっかりと自分たちの成長を見せられるようがんばりたい。また、この音楽

会での成果をこれからの生活のステップとして生かしてていきたい。 

○私は、この音楽会でつくりあげる舞台が最後となった「音楽会」をみんなで、つくりあげられて良

かった。そして、本番合唱では、うまく一つ一つの言葉をはっきりと発音できた。また、ソプラノと

アルトのハーモニーも、きれいに重なり合うことができた。卒業までの日にちがあとわずかになって

きているが、これからも６年生全体でたくさんの思い出をつくり、それを大切にしたい。 

４年生 

５年生 

６年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


